
令和５年度 藤枝西高等学校第１回学校運営協議会（議事録） 

 

１ 日 時 令和５年５月 29日（月）午後２時から４時 

 

２ 場 所 藤枝西高等学校 会議室 

 

３ 参加者  

会 長 鈴木 尚夫 元公立中学校長 

副会長 髙橋  等 静岡産業大学教授 

委 員 中西 康人 西益津地区支部長 

委 員 田形 聡子 田形内科医院 臨床心理士 

委 員 国松 良子 令和５年度ＰＴＡ副会長 

委 員 伊東 邦雄 「日知塾プロジェクト」コーディネータ 

委 員 小野 朋代 「ZUMBAプロジェクト」コーディネータ 

校長（竹村）、副校長（野澤）、教頭（秋月）、教務主任（大村）、 

生徒指導主事（杉本）、記録：総務・図書課員（望月） 

 

４ 内 容 （司会）野澤副校長 

(1)  校長挨拶 クラス数の減少に伴い職員の人数も減少している。先生方が生徒に向き 

合う時間を確保するために、業務の改善をしていく必要がある。運営協 

議会の皆様には、本校の現状を見て御意見をいただきたい。 

(2) 任命状の交付 

(3) 会長及び副会長の選出 

       国松委員より、鈴木委員を会長に推薦。鈴木委員より、髙橋委員を副会 

長に推薦。全会一致で承認。 

(4) 自己紹介 

(5) 学校概要説明 

ア 教務・情報課 成績処理や学校行事、時間割の運営・管理等の業務を行っている。 

         これから１年生の文理選択、２年生のコース選択が控えている。 

         課題として家庭学習の時間が少ないことが挙げられ、少なくとも 

         平日２時間、休日３時間、３年生はプラス３時間を目指したい。 

イ 生徒・保健課 今年度の目標として、①高い規範意識をもった学校生活を送り、 

諸活動に主体的に取り組むことで志のある調和のとれた生徒を育 

てる、②健康安全な環境整備及び美化に努めるとともに教育相談 

や特別支援教育への理解を深める、の２点を設定している。 

ウ 進路課    進路課と各学年部の連携を密にして、生徒一人一人の進路希望を 

実現することを目標に、ＬＨＲの時間を活用した各種講演会の 

実施や、土曜補講・夏期補講などの実施、自主活用教材の設定な 

どの業務を行っている。 

エ 総務・図書課 本校のコミュニティ・スクール事業をはじめ、対外的な業務を行 

         うとともに、読書活動を推進している。毎日 10分間の朝読書につ 

いては、落ち着いた学校生活を送る大きなきっかけになっており、 

本校として大切にしていきたいと考えている。 



 (6) 校内見学…生徒授業風景等 

(7) 令和５年度グランドデザイン及び学校経営計画について 

(8) 学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）について 

(9) コミュニティ・スクール年間計画について（資料「３の年間計画」参照） 

(10) 協議・意見交換 （進行）鈴木会長 

ア 基本方針「目指す学校像」については、全会一致で承認された。 

イ テーマの検討 

＜伊東委員＞ コミュニティ・スクールのテーマにある「地域」の定義について伺い

たい。 

＜校  長＞ 本校の生徒の多くは志太榛原地区から通学しているため、広義の意味

での地域は志太榛原地区となる。ただし、現在は本校の所在地である

西益津地区を主たる活動地域としてコミュニティ・スクール活動を行

っている。西益津地区以外の地区での活動については、今後検討して

いきたい。 

＜国松委員＞ コミュニティ・スクールの取り掛かりの始めとして、西益津地区を起

点にするのは良いことである。 

  ＜田形委員＞ 日知塾プロジェクトは良い取組である。高校生は教えることで知識が

定着し、小・中学生は高校生を身近に感じることができる。活動地域

をもっと広げたり、日数をもっと増やしたりしても良いのでは。 

  ＜中西議員＞ 西益津地区として、登下校での生徒たちの安全を守っていきたい。防

災の観点からも、西高生とのつながりを大切にしたい。 

  ＜髙橋委員＞ コミュニティ・スクールは、勉強の時間、部活動の時間とはまた別の

軸となる活動である。進学しても就職してもコミュニケーションは大

事になるので、推進していってほしい。 

  ＜小野委員＞ 第１回ＺＵＭＢＡプロジェクトの情報が生徒たちに十分に伝わってい

なかったように思う。学校と協働して、より一層の活性化を目指して

いきたい。 

   以上のような議論があり、テーマが承認された。 

  ウ 年間計画については、全会一致で承認された。 

 

 

【資料】 

 
１ 基本方針「目指す学校像」 

(1)  教育目標 

校訓『自律 敬愛』のもと、調和のとれた人格の完成を目指し、地域や国際社会に貢

献できるグローカルな人材を育成する。 

① 自主・自律の精神と主体性を養い、自らのキャリアをデザインし未来を切り拓く

学力と豊かな感性を持った生徒の育成 

② 他者への敬愛の気持ちを持ち、地域や国際社会の中で自己の能力を発揮し貢献

することができる生徒の育成 

(2)  目標具現化の柱（６項目） 
 



２ テーマ 

「学校と地域、保護者の協働がキャリア教育の架け橋に！」 

   →地域、保護者の力を、いかに本校教育に生かしていくことができるかが重要！ 

 

３ 年間計画  

月 学校運営協議会 コミュニティ・スクール事業<実施日> 

４   

５ 第１回学校運営協議会 

○基本方針「目指す学校像」の承認 

○テーマ及び年間計画の検討 

日知塾（学習ボランティア）<９日,23日> 

ＺＵＭＢＡ<25日> 

花いっぱいプロジェクト＜12日,26日＞ 

６  日知塾（学習ボランティア）<13日,20日> 

ＺＵＭＢＡ<15日> 

花いっぱいプロジェクト＜９日,16日,23日

＞ 

７  日知塾（学習ボランティア）<11日,18日> 

花いっぱいプロジェクト＜７日,14日,21日, 

24日,26日,28日,31日＞ 

８  花いっぱいプロジェクト＜２日,４日,７日, 

９日,16日,18日,21日,23日＞ 

９ 第２回学校運営協議会 

○学校運営の進捗状況 

○学校運営の課題整理 

日知塾（学習ボランティア）<12日,26日> 

ＺＵＭＢＡ<22日> 

 

10  日知塾（学習ボランティア）<17日,24日> 

ＺＵＭＢＡ<19日> 

11 第３回学校運営協議会 

○学校運営に対する地域支援 

○学校運営と職員の任用 

日知塾（学習ボランティア）<７日,14日> 

ＺＵＭＢＡ<９日> 

12  日知塾（学習ボランティア）<５日,12日> 

ＺＵＭＢＡ<14日> 

花いっぱいプロジェクト＜８日,15日,＞ 

１  日知塾（学習ボランティア）<16日,23日> 

花いっぱいプロジェクト＜12日,19日,26日

＞ 

２ 第４回学校運営協議会 

○本年度の取組の評価と改善策 

○次年度基本方針(案)の協議 

 

３   

 

４ 取組の強化に向けて 

  令和４年度から、ＰＴＡの委員会組織に「コミュニティ・スクール委員会」を設置し

た。保護者に、上記各事業に参画していただくことで、保護者との協働を一層強めて

いく。 


